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京王プラザホテル ニュースリリース 

京王プラザホテル  フィーチャー 100 

～おもてなしの裏側にある、ちょっといい話～  
 
京王プラザホテル（東京：西新宿、社長：山本護）は、2021年に開業 50周年を迎えます。

そこで、世界各国からお客様をお迎えし、心に寄り添うサービスを提供するホテルとして    
私たちのおもてなしに秘められたエピソードを 100回シリーズでお届けしてまいります。 
 

■VOL.27  日本酒のイメージを変えた業界初の日本酒バー〈天乃川〉 
 
それは“事件”といってもいいような鮮烈な 

デビューでした。1992 年 4 月、京王プラザ   
ホテルに業界初の日本酒バー〈天乃川〉が誕生。
折しも日本酒級別制度が廃止され、原料米や産地
など品質で日本酒が選べるようになった年。  
日本酒の特性を合わせてグラスを選び、当時は 
珍しかったカラフェでのサービスを行うなど  
これまでの日本酒に全くなかった新しい発想で
その魅力と愉しみ方を発信する〈天乃川〉は連日
メディアにも登場し、日本酒をお洒落で愉しみ 
深いお酒へとイメージづけた店として、ブームの牽引役となりました。 
「きき酒師」によるお客様のお好みに合わせた酒選び 
から、最適な飲み方、絶妙な燗づけ、酒に合わせたアテ
や料理、酒器にいたるまでのこだわりは、当時から   
変わらぬ〈天乃川〉ならではの魅力。2003年からは全国
の蔵元から隠れた銘酒やおすすめの逸品をご紹介する
「蔵元の会」をスタートし、常に新たな味わいと潮流に
アンテナをめぐらせています。2005 年には、開業当時  
からの天然木の看板を移設し、和食〈かがり〉店内へ  
リニューアルオープン。お客様にはカウンター越しに 
きき酒師と語り合えるスタイルで、お楽しみいただいて
います。和食の世界遺産登録で日本酒にも熱い視線が 
注がれる今、歳月を重ねた〈天乃川〉には国際色豊かな
お客様たちも。「Sake」の多彩な魅力と愉しみ求めて  
今夜もカウンターで和やかな「Kanpai」が響きます。 
 

■ VOL.28  部屋に刻まれたモハメド・アリの記憶 
 
世界の VIPや国賓クラスのお客様を数多くお迎え

してきた、京王プラザホテルのインペリアル   
スイートルーム。なかでもひときわ印象深い   
エピソードを残したのが、伝説の世界チャンピオン 
モハメド・アリでした。1976 年 6 月、アントニオ  
猪木との「格闘技世界一決定戦」のために来日。  
世紀の対戦を控えた日々をホテルで穏やかに過ご
すなか、室内の白いグランドピアノでお気に入りの
曲を自ら演奏したり、気さくな笑顔でサインに  
応じたり、もの静かでやさしい一面を見せていたようです。また、夜明けとともに   
ジョギングに出かけたというエピソードも。そして世界が注目した異種格闘技戦では 
アントニオ猪木と真剣勝負を繰り広げました。当時まだレストランのウエイターだった
現総料理長の市川博史は、モハメド・アリの接客を担当しました。「帰国前、親愛の   
印にとアリ氏がおっしゃってサインしていただいた T シャツを今も大切にしています」
と当時を懐かしく振り返ります。モハメド・アリの歴史的一戦の目撃者となった   
インペリアルスイートルーム。ホテル開業とともに歩んできたこの部屋には      
忘れられない幾多の記憶が刻まれています。 
 本件に関するお問合せ先 ： 
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